
令和３年度 日向市立細島小学校 自己評価及び学校関係者評価

命を大切にし、夢や希望に向かって進んで学び、
友だちに優しくできる子どもの育成を図る。

【評価基準 4段階評価 ４…期待以上 ３…期待通り ２…やや期待を下回る １…改善を要する】

重 点 指 導 項 目
目標及び取組

評価内容及び結果
自己

改 善 策
委員

学校運営協議会での意見○…目標 数字…取組 評価 評価
○ 全児童が4及び3を評価 〈アンケート質問事項〉 児童 3.8 心に響く授業実践に取り組む。 ・ 「ありがとう」が素直に言える学校

１ １ 「いのちを大切にする学習」の実施 家族や友だちから大切にされている。 保護者 3.7 保護者や地域の方にも授業を観ていただく や家庭の雰囲気づくりが大事である。
①命の教育の充実 （宮崎いのち教育週間） 【結果】 地域 3.6 3.6 機会を設定する。 3.1

命 ２ 「人権教育週間」における人権学習の確 １ 概ね良好だが、2が2名、1が1名いた。 職員 3.1 気になる児童に対しては、スクールカウン
を 実な実施。 →3名について教育相談を実施する。 セラーの活用を図る。
大 3.3
切 ○ 昨年度よりも向上 〈アンケート質問事項〉 児童 3.0 保体部を中心として、改善に取り組む。 ・ 家庭教育の充実を図り、なぜ大切か、
に １ 保健体育部を中心とした常時指導 「早寝、早起き、朝ご飯」が身に付いている。 保護者 3.3 学校保健委員会や家庭教育学級を活用し、 親子に分からせる必要がある。
す ②基本的生活習慣の定着 ・保健便りによる啓発 【結果】 地域 2.9 講演等を実施する。 2.8 ・ 保育所は､毎週木曜日をノーメディ
る （早寝・早起き・朝ご飯） ・アンケートの実施 １ R1：2.7 ↗ R2：3.0 職員 2.9 3.0 学校と家庭との連携を図る。地域力も活用 アデイにしている。小学校とともに取

・気になる児童への指導 →気になる児童への指導、家庭への連絡を継続的に行っ できるとよい。 り組むことで効果が上がると思う。そ
てきた。家庭教育力に差がある。 して、その日は読書の日とする。

○ 全児童が4及び3を評価 〈アンケート質問事項〉 児童 3.2 多くの大人と接する機会を設定し、それぞ ・ 目標や夢をもつことは大事なことだ
２ １ 出前授業等の積極的な活用 目標や夢があり、それに向けて勉強を頑張っ 保護者 2.6 れの職種への関心を高める場を設定する。 と思う。

２ 校外学習の積極的な活用 ている。 地域 3.7 ・なった理由 ・ 外国人との交流も取り組むとよい。
夢 ①キャリア教育の充実 【結果】 職員 2.7 3.1 ・よさ 3.3 ・ たくさんの大人の話を聞かせる機会
や １ R1：2.7 ↗ R2：3.1 ・これからの夢 をつくるとよい。
希 →コロナの影響で例年より活用が少なかったが、 3.3
望 学年に応じたキャリア教育が実施できた。
を ○ 全児童が4及び3を評価 〈アンケート質問事項〉 児童 3.5 ふるさと学習の充実を図る。 ・ 愛する心＝愛される心 細島小学校
も １ ふるさと学習の充実 細島地区のことが好きである。 保護者 3.6 学校と地域の連携強化を図る。 の校門を見ると地域に愛されているこ
つ ②地域を愛する心の教育 ２ 地域行事への積極的参加の励行 【結果】 地域 3.7 3.6 学校と地域が Win-Win の関係が築けるよ 3.5 とが伝わってくる。

３ HOSOSHIMAまちづくり協議会との連携 １ R1：3.4 ↗ R2：3.6 職員 3.6 う連携を図る。
→6年の取組（細島のアピール）がメディアに取り上げ
られた。

○ CRT算数「思考力・判断力・表現力」 〈アンケート質問事項〉 児童 3.0 各種調査等を「分布」と「経年変化」の視 ・ 他校に比べ、１クラスの児童数が少
→全国比105以上（全学年＋5以上） 算数の学習で「考えて解く問題」ができる。 保護者 3.1 点から分析し、授業改善に活かす。 なく、恵まれた学習環境にあるので、

○ CRT国語「思考力・判断力・表現力 【結果】 地域 3.0 主題研修を通して、授業改善に取り組む。 学力向上には最高の学校と思う。
①思考力･判断力･表現力の育成 →全国比105以上（全学年＋5以上） １ 国語 105以上1学年（100以上2学年） 職員 2.8 3.0 研修の充実を図る。 2.9 ・ ゲームは集中して何時間でもできる

１ 主題研究の充実 算数 105以上1学年（100以上2学年） が、勉強になったらなかなか集中が続
・研究授業の実施（3回＋α） ２ R1：2.8 ↗ R2：3.0 かない。集中できる宿題内容の見直し

→主題研究の成果が出てきた。 も必要である。
○ CRT算数「知識・技能」 〈アンケート質問事項〉 児童 3.6 各種調査等を「分布」と「経年変化」の視 ・ あらぶる塾を勧めてほしい。勉強だ
→全国比105以上（全学年＋5以上） 漢字や計算ができる。 保護者 3.1 点から分析し、授業改善に活かす。 けではない、人生のヒントを教えてい

○ CRT国語「読むこと」 【結果】 地域 3.2 管理職による授業参観、指導を通して、授 ただける。
②基礎学力の向上 →全国比105以上（全学年＋5以上） １ 国語 105以上2学年（100以上3学年） 職員 3.1 3.3 業改善に取り組む。 2.9

３ １ 朝学習の工夫 算数 105以上1学年（100以上2学年） 学習に集中できない児童に対して、支援員
２ 少人数指導の工夫 ２ R1：3.0 ↗ R2：3.3 や花まるサポーター活用を図る。

進 ３ 支援員、花まる先生の支援体制の充実 →朝学習の工夫が図られた。 家庭学習の工夫・改善に取り組む。
ん ３ 校長・教頭が5年算数、主幹教諭が4年算数の指導に関
で わったことで、苦手な児童へのサポートができた。 3.1
学 ４ 支援を要する児童へのサポートもできた。
ぶ ○ 図書館貸出冊数 〈アンケート質問事項〉 児童 3.4 本に親しむための読書時間を設定する。 ・ 図書館の雰囲気がとてもよくなって

→低学年150冊、中学年100冊、 進んで読書に取り組んでいる。 保護者 2.4 学習部を中心として、改善に取り組む いる。ゆったりとした空間、本の紹介、
高学年50冊以上 【結果】 地域 3.0 2.8 「読み聞かせ」の時間を通して、本に親し 飾り付け等、通いたくなる図書館にな

③読書習慣の確立 １ 図書館環境の工夫・改善 １ R1：2.4 ↗ R2：2.8 職員 2.2 む機会を設定する。 2.8 った。
・図書主任・図書館司書による環境整備 →座席配置をし、空間にゆとりが生まれた。 図書主任、図書館司書を中心に図書館の整 ・ 図書館に行く機会を増やす。

２ 学習部による読書の励行 ２ 読み聞かせや多読賞の実施を通して、少しずつ読書意 備・充実を図る。 ・ 家の中で、親子で読書をする環境が
・読み聞かせの充実 欲が高まってきた。 なかなかつくれていない。
・多読賞の紹介

○ 家庭学習提出率95％以上 〈アンケート質問事項〉 児童 3.5 家庭学習の手引き（富中ブロック）を配布 ・ 宿題を親子で必ずすることを身に付
１ 宿題等の工夫・改善 家庭学習の習慣が身に付いている。 保護者 3.0 し、家庭との連携を図る。 けさせる。

④家庭学習の習慣化 ・花まる先生の効果的な活用 【結果】 地域 3.2 3.3 学年に応じた宿題の工夫・改善を図る。 3.1
１ R1：3.3 → R2：3.3 職員 3.4 花まるサポーターを活用する。
→家庭の教育力に差がある。

○ 未然防止、早期発見、早期解決に努める。 〈アンケート質問事項〉 児童 3.4 全職員で全児童のサインを見逃さないよう ・ けんかも時には必要だと思うが、今
４ １ 悩みアンケートの確実な実施（毎月） 自分がされて嫌なことは、友だちにしない。 保護者 3.2 見守りをしていく。 は悪質な事案を聞く。１対１ではなく

①いじめの根絶 ２ 気になる児童への教育相談の実施 【結果】 地域 3.1 教育相談アンケートを毎月実施し、気にな １対多数、ネット上での書き込み等、
友 ３ はぐくみサポート会で、全職員による共 けんか等のトラブルはあったが、大きな事 職員 3.0 3.2 る児童への対応をチームで行う。 3.1 心の教育の必要性がある。
だ 通理解及び共通指導の徹底 案はなかった。早期発見、早期解決ができている。 はぐくみサポート会で共通理解し、共通指
ち ４ スムーズスタートの実施 導の徹底を図る。
に
優 ○ 全児童が4及び3を評価 〈アンケート質問事項〉 児童 3.5 3.3 「～さん」付けの徹底を図り、「ふわふわ ・ 大人にあいさつをしても、返ってこ
し １ 「特別の教科 道徳」の指導工夫・改善 友だちにやさしくできる。 保護者 3.3 ことば」が多くなる環境設定に努める。 ないことがある。細島の地域性で人見
く ②思いやりの心や優しい態度の ２ 常時指導の徹底 【結果】 地域 3.4 「特別の教科 道徳」を通して心に響く授 知りのところがあるので、変えていき
で 育成 R1：3.1 ↗ R2：3.4 職員 3.2 3.4 業実践に取り組む。 3.1 たい。
き →学校全体がとても落ち着いている。 家庭、地域と連携していく。
る 生徒指導部を中心に共通指導ができている。



職員
改 善 策

委員
学校運営協議会委員の意見項 目 結 果 評価 評価

小 １ グランドデザインは、自校の教職員で共通理解できている。
中
一 本年度は、富島中学校区で「SDGs」について研修を深め ブロック研修会ができなかった時の対策が 次年度の取組に期待する。
貫 る予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止によ 必要である。 本年度おいては、委員による評価はな
教 ２ グランドデザインは、家庭や地域に理解されている。 り、研修会が１度も開催できなかったため、職員間での共 第１回学校運営協議会、PTA 総会におい し。
育 通理解、十分な取組ができなかった。 て、グランドデザイン等を示し、共通理解を
に ただし、校長と主幹教諭が美々津中で行われた「SDGs」 得るようにする必要がある。
関 ３ めざす児童生徒像の実現のために、富島中学校区内の学校で共通実践事項 の研修会に参加した。
す がある。 本年度、職員による評価はなし。
る
評
価

４ 小中一貫教育の取組により、めざす児童生徒像の姿に近づいている。


